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１．企業概要 

                    
  

会 社 名  株式会社太陽住建 
代表者名  河原 勇輝   

  窓口担当  中村 宣明   

  事業内容  リフォーム事業、エネルギー事業 U R L http://yanegari.jp/   

  主要製品  リノベーション工事、太陽光発電システム設置・販売等   

  住  所  〒232-0053 横浜市南区井土ヶ谷下町 27-1 1階   

  電話／FAX番号  045-325-7133 / 045-325-7135 E-mail n.nakamura@taiyojyuken.jp   

  資本金（百万円）  1 設立年月  平成 21年 10月 売上（百万円）  16 従業員数  9   

                    
２．ＰＲ事項 

『 福祉避難所の普及を通した、ディーセントワークの推進 』

これまで神奈川県が実施していました「屋根貸しマッチング事業」に参加し、この事業を推進してきました。 

（屋上をお借りして、太陽光発電設備を設置させていただく事業です。） 

屋上を弊社がお借りする代わりに「金銭」ではなく、約 10 年ごとに必要な防水工事を「安価」にしたり、災害時に

も使える蓄電池のご提供など、「金銭の代わりに」施設様のニーズに合わせてご提案をさせて頂いております。

下記のような施設様のニーズに合わせたご提案をさせていただいております。 

●雨漏りが酷くて防水工事をしたい ●照明を LEDに替え、施設を明るくし、電気使用量を抑えたい ●災害時、

停電時の非常用電源となる蓄電池を設置したい 

屋上を舞台に、事業所によっては賃金が非常に低い環境下で働く障がい者や、引きこもりやリストラなどの経験

により働きにくさを感じている方達が施工に取り組み、「稼ぐ障がい者」を生んだり、GoogleEarthを用いた PC検

索作業、シニア世代の営業活動も併せて行い「人の役に立つ」事を体感する事で「ディーセントワーク」として当

事者の未来を明るくすると考えます。お借りする場所が増えれば、就労支援の機会が増えることになります。

 

 

屋上で生まれた電気は、東電へ全量売電を行いますが、その権利を設備と共に、再エネに関心の高い一般の

お客様に販売を行い、建物の貸し主様のニーズに対応します。更に、停電時は売電が出来なくなる為、施設の

外にコンセントを設け、太陽光パネルで生まれた電気を地域に開放し、特別養護老人ホームなどの福祉施設で

は、4 月より新しく名前が変わった「福祉避難所」としての機能を果たす事も出来ます（社会福祉法「地域におけ

る公益的な取組」にもつながる）その他、施設でも「災害対策拠点」としての機能を果たす事が可能となり、更に、

近くの地域に非常用電源があるという安心感は、施設周辺の住民の方々の安心感にもなります。 

建物貸し主のメリット、障がい者就労支援、災害対策、地域貢献にもなる、太陽住建独自のスキームです。 

 

３．特記事項（期待される応用分野等） 
●かながわビジネスオーディション 2015 起業家支援財団賞 受賞 
●川崎起業家オーディション かわさき起業家賞 受賞、 日本起業家賞、受賞 

http://yanegari.jp/

